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1．授業について

秋附小の研究
『自律した学習者を育てる―学びを
つなぎ資質・能力を高める―』

キーワード：自律、自己選択・自己決
定、省察、つなぐ、対話

2．秋附小の研究の魅力 つなぐ③
見通す

つなぐ②
対話する

見通す活動
自分・理由・過程を知る

対話
意味ある学びを創る

学習活動の省察
過程に目を向け次の学びに

経験と現状
をつなぐ

つなぐ①
省察する

目的や意
義とつなぐ

仲間の学
びとつなぐ

資質・能力の
洗練と拡充

＋
各教科の力

カリキュラム全体で．．．

教科ごとに具体化

見方・考え方の自覚的な使用 単元・題材のつながりの明確化

自律した学習者

選択

省察

秋附小の研究の魅力

①自律した学習者像の豊かさ

②選択・決定の具体化

③省察の精緻化

（1）自律した学習者
自分自身の学びを省察し、自ら設
定した目標に向け必要な学習内容
や方法を決定し、学び続けていく学
習者
・学習の内容、方法、目的の自覚

・状況に応じた効果的な学習

・自ら学び続ける
「令和2年度の実践・研究について」
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自律的な学習者の捉え①
≒自己調整学習

自己調整学習

学習者が、メタ認知、動機づけ、
行動において、自分自身の学習
過程に能動的に関与している。

（Zimmerman, 1989）

自己調整学習の視点では．．．

意欲、メタ認知、方略が活発

「自分で」学習のサイクルをまわす

そのために

①少しずつサポートを外すことを重視

②方略のレパートリーをもたせる

自律的な学習者の捉え②
≒自律的動機づけ

自己決定理論では．．．

内発的動機づけ

＋

“自律的な”外発的動機づけ

⇒自律的な動機づけ

自律的動機づけの視点では．．．

興味をもって取り組む

重要性や価値による動機づけ

そのために

①（外発的）動機づけの自律化を目指す

②心理的欲求を満たす環境を設定

自律的な学習者の捉え③
≒エンゲージメント

エンゲージメント
課題に没頭して取り組む状態。

持続的に努力している【行動】

興味や楽しさを感じている【感情】

目的をもって集中している【認知】

学習環境に働きかける【エージェンティック】
Reeve（2013）

エンゲージメントの視点では．．．

行動、感情、認知で全体的に入り込む

学習環境自体を変えていこうとする

そのために

①学習者が環境にアプローチできる

②没頭できるような余地を作る
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自律的な学習者 そのために

自己調整
学習

・意欲、メタ認知、方略が
活発
・「自分で」学習のサイク
ルをまわす

・少しずつサポートを外す
ことを重視
・方略のレパートリーをも
たせる

自律的動
機づけ

・興味をもって取り組む
・重要性や価値による動
機づけ

・（外発的）動機づけの自
律化を目指す
・心理的欲求を満たす環
境を設定

エンゲー
ジメント

・行動、感情、認知で全体
的に入り込む
・学習環境自体を変えて
いこうとする

・学習者が環境にアプ
ローチできる
・没頭できるような余地を
作る

（2）選択・決定
「主体性は、子ども自ら選択し、決
定する場面において自ら学びをコ
ントロールしていることや学びの責
任を自覚することにより、動機づけ
が図られ更に高揚していく」

「令和3年度 本校の実践・研究について」

秋附小での選択の方針

・各段階の区切り、各過程で

・選択肢に優劣をつけない

・教科や発達段階に応じた選択肢

・内容、方法、目的を選ぶ

効果量 95%信頼区間

対象者

大人 0.31 [0.21, 0.40]

子ども 0.55 [0.28, 0.81]

選択の回数

1回1つ選択 0.23 [0.12, 0.33]

1回複数選択 0.25 [−0.02, 0.53]

複数回の選択 0.58 [0.40, 0.77]

内発的動機づけに対する選択の効果のメタ分析結果
（Patallら, 2008）

※効果量は選択ありとなしの差を示す指標。

選択の難しさ

選択肢の数の問題
（ Iyengar & Lepper, 2000）

文化による効果の違い
（Iyengar & Lepper, 1999）

選択による心的コストの問題
（Baumeisterら, 1998）

選択を考える視点

□本人が選びたいものか？

□選ぶことで利点があるか？

□選ぶのが困難ではないか？

□選ばされた感じはないか？

⇒場合によっては逆効果
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（3）省察
学ぶ内容や過程、用いる方法を自
問すること。

・振り返り、見通し、比較などを含む

・自律的な学習の不可欠な要素

・学びの教訓を引き出す

「令和2年度の実践・研究について」

秋附小での省察

「見方・考え方」の基礎

いつ、何について、どのようにで精緻化

小さな省察と立ち止まる省察

対話による協働的な省察

教訓帰納（市川, 1993）

自分の学習を振り返って学んだこと
を教訓として引き出すこと。

「解く前に問題をよく読んだ方がよい」

「単位を考えないと計算に失敗する」

「違うところを比べながら聞くとよい」

⇒応用できる知識として残す

メタ認知支援の枠組み
（a）学習を進めるうえでメタ認知が重要なはたらきをしているこ
とに気付かせる。

（b）メタ認知的方略を意図的に教え，具体的な学習課題と関連
づけて練習させる。

（c）自己質問や自己説明をさせることで，自分の理解に目を向
けさせる。

（d）ヒントや質問を通して，自分の思考過程に目を向けさせる。

（e）思考や理解の状態を視覚的に把握できるようにする。

（f）協同的な活動のなかで，お互いの考え方や理解の仕方に
目を向けさせる。

（g）学習に対する動機づけを促す。

岡田（2021）

省察を促すために．．．

□省察する力があるか？

□省察することが具体的か？

□省察する必要性があるか？

□最初の時点で自己評価ができて
いたか？

今後の研究に期待すること

①選択と省察のガイドライン

②成果の数量的な評価

③これまでとこれからの橋渡し

3．秋附小に期待すること
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①選択と省察のガイドライン
研究全体の枠組みとして選択と省察
を重視

↓

各教科・単元で具体化（到達点）

“私の授業”で選択・省察を取り入れ
るためのガイドライン

②成果の数量的な評価
研究の成果が豊富な子どもの姿とし
て示されている。
・自己決定する姿

・学びを省察する姿

・仲間と協働する姿

⇒一般的・平均的・全体的に
はどんな変化が？

③これまでとこれからの橋渡し
教育政策や動向の大きな転換があ
る時期。

内容 → コンピテンシー

指導の理論 → 学習の理論

行動主義・認知
主義的な学習観

→
状況論的・構成
主義的な学習観

一斉 → 個別
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